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ステンレス製 ワイヤーテンショナー 現場施工型

木製支柱
［角柱用］［丸柱用］

(self)

本製品を正しく設置して頂くために
この取扱説明書をよくお読みください。
また、設置後は管理されるお客様へ
この取扱説明書をお渡しください。

設置される施工業者様へ

本製品を正しく管理して頂くために
この取扱説明書をよくお読みください。
また、読み終わった後、いつでも見ら
れる所に大切に保管してください。

管理されるお客様へ



ー 1 ー

　　　　　ワイヤーテンショナー AT-Sシリーズ（角柱／丸柱用）を正しく安全に施工および管理していただ
くために、また、お客様や周りの人への危害や財産への損害を未然に防止するために、本書をよく読んで
理解した上で本製品をお取り扱いください。

●本製品は転落防止を目的とした用途に使用しないでください。
　あくまでも手摺や柵などの支柱間を区切って、見た目の開放
　感や意匠性を得るための装飾用です。転落の恐れのある場所
　への設置はもちろん、建物の屋上やベランダ、断崖部などの
　危険な場所への設置はしないでください。

●本製品の施工は施工知識を有する専門の施工業者
　が行ってください。施工に不備があると、製品本
　来の強度が得られず、破損する恐れがあります。

●各金具のねじ部が緩んだまま使用すると、金具が
　外れて破損や事故に繋がります。１年に１回以上
　定期的に点検し、ねじ部の緩みがあったら増締め
　をしてください。
　また、故意にねじ部を緩めるなどの行為はしない
　でください。

●ワイヤーやターミナル金具に変型や傷、割れが発
　生した場合は、直ちに修理するか、部品の交換を
　してください。そのまま使用すると事故につなが
　ります。

●ワイヤーや金具に足を掛けて
　乗ったり、故意にワイヤーを
　揺らしたり、衝撃を加えるな
　どしないでください。ワイヤ
　ーが伸びたり外れてけがをす
　る危険があります。

●ワイヤーに鎖や紐などで何か
　を固定するような用途に使用
　しないでください。ワイヤー
　が伸びたり、摩耗で破断する
　危険があります。

●本製品はステンレス製ですが、全く錆が発生しな
　い材質ではありません。特に海岸沿いなどは錆が
　発生する場合があり、また内陸であってももらい
　錆などで発生する場合があります。錆をそのまま
　放置しますと手摺の強度が低下して破損する恐れ
　がありますので、　　　　　　　　を参照して錆
　を除去し、こまめに表面を清掃してください。

安全のために注意していただきたいこと

警告

注意

警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が差し
迫って生じることが想定される内容を示しています。

注意 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う危険が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

点検・メンテナンス



ワイヤーの主な名称

施工に必要な工具類

六角レンチ スパナ

4・5㎜

φ5.5～6㎜

9㎜

○ドライバー／電動ドライバー＋

ワイヤーカッター

木工用ドリル
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連結ボルト
六角穴付き止めねじ

SJベースSJケース

爪

クリンピングワイヤー
ばね

座金
SPケース

SPターミナル

SPターミナルW 連結ターミナルW SJターミナルW

中間ターミナルW コーナー連結ターミナルW 自在ターミナルW

SJ自在ターミナルW

SP自在ターミナルW

SJターミナル

タッピンねじ

タッピンねじ

タッピンねじ タッピンねじ

タッピンねじ

タッピンねじ

SPターミナル

SJターミナル

SJターミナル

SJターミナル

SPターミナル

SJターミナル

SPターミナル

SPターミナル

PWJ端部

PWJ端部

PWJ端部

PWJ中間キャップ

PWJ端部
PWJ連結

PWJ連結

タッピンねじ

専用工具

締付工具 ばね調整工具 取外工具

※当社より販売致します。
シーリング材

※市販品をご使用ください。

室外設置の場合のみ

●ワイヤー端部に使用します。 ●ワイヤー端部に使用します。●水平連結、水平－階段連結に使用します。

●ワイヤーを通す中間部に
　使用します。

●内コーナーの連結に使用します。 ●柱面に対してワイヤーの角度を自在に
　取付可能です。



縡木製支柱の加工

角柱の場合

丸柱の場合

ー 3 ー

SJターミナルW（角柱用）
SPターミナルW（角柱用）

自在ターミナルW
SJ自在ターミナルW
SP自在ターミナルW

自在ターミナルW
SJ自在ターミナルW
SP自在ターミナルW

コーナー連結ターミナルW

中間ターミナルW（角柱用） 連結ターミナルW（角柱用）

① タッピンねじの下穴（φ5.5～φ6mm）をそれぞれの深さに開けてください。
   （下穴が曲がらないように垂直に開けてください。）
② 各ターミナルをタッピンねじで固定してください。

図のようにC面カットが必要に
なりますので、ノコギリやノミ
等で　きれいにカットしてくだ
さい。

※C面カットは不要です。

33 28 33

35

25

12.5

12.5

35

 C面カット
（C12.5×H25）

SJターミナルW（丸柱用）
SPターミナルW（丸柱用）

コーナー連結ターミナルW

中間ターミナルW（丸柱用） 連結ターミナルW（丸柱用）

① タッピンねじの下穴（φ5.5～φ6mm）をそれぞれの深さに開けてください。
   （下穴が曲がらないように開けてください。）
② 各ターミナルをタッピンねじで固定してください。
※ 丸柱の径が100φを超えた場合、締付金具が回せなくなりますので、
　 その場合は、角柱用の金具をお使いください。（穴の深さは角柱と同じ。）

26 35 26

35
35

 ドライバー

六角レンチ（4㎜）

木工用ドリル

＋ ドライバー

六角レンチ（4㎜）

ドリル

 ドライバー

六角レンチ（4㎜）

木工用ドリル



（1）クリンピングワイヤーの挿入

漓SPターミナル側の準備

滷中間ターミナルWを使用する場合

澆SJターミナル側のワイヤーカット

潸爪の組み付け

締付工具（すき間ゲージ）

ワイヤーが短すぎると組み付けできなくなります。
注意

一旦、SPケースを取外し、クリンピングワイヤーを
ばね→座金→SJケースの順番に挿入します。

中間部には、ワイヤーを中間ターミナルWの
PWJ中間キャップに通します。

（1）PWJ中間キャップを奥までねじ込み、
（2）ワイヤーの角度に合わせてPWJ中間キャップを戻して、
（3）ワイヤーを穴に通します。

（2）SPケースの手締め
連結ボルトの頭部にSPケースを手でねじ込みます。
締付工具のすき間ゲージを使って、すき間（5㎜）をあけてください。

一旦、SJケースを取外します。（爪をなくさないこと。）
ワイヤーがまっすぐ直線になるようにワイヤーを強めに引っ張り、
SJベースの先端に合わせてカットしてください。
ワイヤーをカットした後、再度ワイヤーを引っ張ってSJベースの
先端に合っているか確認をしてください。

ワイヤーはまっすぐ直線

中間部

カット

強めに引っ張る
SJベース

工具 ワイヤーカッター

組み付けるのが困難ですの
でクリンピングワイヤーを
交換してください。

カットしたワイヤーが短い場合

もう一度、SJベース先端に
合わせてワイヤーをカット
してください。

カットしたワイヤーが長い場合

（1）SJケースにワイヤーを通します。

（2）爪を広げてワイヤーを通します。

強めに押し込む

（3）爪をSJケースに押し込む
爪の位置がずれないようにSJケースに挿入します

ばね調整工具の端部を
図のように挿入し、更
に強めに押し込んでく
ださい。

SJケース ワイヤー 爪

右（左）手で爪を持ち、ワイヤーの先端でこじり開けるように
してワイヤーを爪の中へ挿入し、爪の端部にワイヤーの端部を
合わせます。

※方向を間違えないでください。

端部を合わせる

●ワイヤー挿入時、力を入れ過ぎると勢いがついて爪を持っている
　指を負傷する恐れがあります。

注意

ばね調整工具

爪がずれた場合は再度、端部を合
わせてから挿入し直してください。

ポイント

ばね調整工具
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縒ワイヤーの取付手順（角柱／丸柱 共通）

すき間ゲージ

締付工具

SPケース

連結ボルト挿入

SPケース

ばねが根元まで入ることを確認

座金に通すこと

（2）ねじを戻す

（1）PWJ中間キャップ

（3）

5㎜

締付工具

5㎜以上短い
長くてたるむ

中間ターミナルW



SJベースが手で外れない場合は
六角レンチを使用してください。

ポイント

（1）SJケース＋SJベースの組み付け （2）SJケースの本締め

締付工具

爪をセットしたSJケースをSJベースに手締めで
ねじ込みます。

手締めで止まったら、締付工具でSJケースが柱に
当たって緩まないようにきつく締め付けてください。

漓ー（2）のすき間（5㎜）を手でねじ込んだら、締付工具で
緩まないように、きつく締め付けてください。

潸 SJケースの固定

澁 SPケースの本締め

SJケースを回してねじ込む時に、ワイヤーも一緒に回って
いることを確認してください。一緒に回っていない場合は、
前の工程で押し込みが足りませんのでやり直してください。

ポイント

すき間NG

ワイヤーが少しゆるんだ場合、ばね調整工
具の先端の凸部をSPケース先端の溝に差
し込み、右回り（時計回り）に回してワイヤ
ーを緊張します。

ワイヤーの緊張具合を調整することができます

ばね調整工具

溝

凸部

SPケース

% SJケースの固定をすると、爪がSJケースの奥に圧入されるため、再度爪を取り
外すことが困難になります。もし、取り外さなければならない場合は、取外工具を
使用してください。

取外工具

ワイヤーの緊張具合のばらつきを抑えるため
に、澁SPケースの本締め  をする前に、柱間
の全てのワイヤーを  潸SJケースの固定   ま
で行ってください。

ポイント

ハンマーで叩く

SJケース

取外工具

SJベース 締付工具

六角レンチ

SJベースが付いていると爪を外せない
ので、SJベースを取外してください。

ポイント

※一緒に回ることを確認

ワイヤー
SJケース

本締め

回していくと、ばね調整工具とSPケー
スが当たります。当たってから1～2回
転すると、ばね調整金具の凸部とSPケ
ースの溝が外れてしまいますので、当た
ったらそれ以上奥へ回さないでください。

ポイント1

SPケース

爪を外すことができます

ポイント2

当たるまで調整してもまだワイヤーがゆ
るんでいたらワイヤーが長いので、再度
カットからやり直してください。
尚、やり直す際は、ばね調整工具で左回
り（反時計回り）に回してSPケースの
溝を出すまで戻してからワイヤーカット
してください。
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全てのワイヤー

本締め

SPケース

締付工具

SJベース

当たる
ポイント

SJベースが手で外れない
場合は六角レンチを使用
してください。

締付工具

六角レンチ

澀シーリング材の充填

爪を外すことができますワイヤーの緊張具合を調整することができます

室外設置の場合のみ
ワイヤーとSJケースのすき間にシーリング剤を充填してください。
シーリング剤を塗布した後、ばね調整工具を図のように平らな面で
押して、シーリング剤を中へ押し込んでください。はみ出たシーリ
ング剤は拭き取ってください。

ばね調整工具

当たるまで調整してもまだワイヤーがゆるんでいたらワイヤー
が長いので、再度カットからやり直してください。尚、やり直
す際は、ばね調整工具で左回り（反時計回り）に回してSPケー
スの溝を出すまで戻してからワイヤーカットしてください。

ポイント2

ワイヤーが少しゆるんだ場合、ばね調整工具の先端の凸部を
SPケース先端の溝に差し込み、右回り（時計回り）に回して
ワイヤーを緊張します。

ばね調整工具

溝

凸部

SPケース

中へ押し込む

ばね調整工具

澁SJケースの固定をすると、爪がSJケースの奥に圧入されるため、
再度爪を取り外すことが困難になります。もし、取り外さなければ
ならない場合は、別売の取外工具をご購入ください。

取外工具

ハンマーで叩く

SJケース

取外工具

SJベース

ポイント

SJベースが付いてい
ると爪を外せないので、
SJベースを取外して
ください。

回していくと、ばね調整工具とSPケースが
当たります。当たってから1～2回転すると、
ばね調整金具の凸部とSPケースの溝が外れ
てしまいますので、当たったらそれ以上奥へ
回さないでください。

ポイント1

工具 六角レンチ（5㎜）

シーリング材
SJケース

ワイヤー



点検・メンテナンス

尚、不明な点などがございましたら、当社もしくは販売店（施工業者）へお問い合せください。

③ その他の各部品に変型、割れ、ねじのゆるみなどがないか。
●ねじのゆるみがあった場合は、増し締めをしてください。
　また、変形、割れなどの異常があった場合は新品と交換してください。

　　　　　ワイヤーテンショナーAT-Sシリーズの点検・メンテナンスは、下記の項目を定期的に実施してください。
また、補修や部品交換などの修理に関しては、販売店（施工業者）に依頼し、取扱説明書を熟読された上で正しく
修理してください。
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② 爪がさびていないか。
●SJケースを締付工具で一旦外して、SJケースの中の爪に著しいさびが付いていたら、新しい爪に交換してください。

※組み直す際は、SPケースの溝が出ていることを確認してください。

爪を外すことができます 参照P5

① ワイヤーのたるみ、断線、摩耗、腐食（さび）などの異常がないか。
●ワイヤーにたるみがあった場合、ばね調整工具でワイヤーを緊張します。　

　

　但し、ばね調整工具とSPケースが当たるまで緊張してもまだワイヤーがたるむ場合は、ワイヤーの長さが長くなっ

　ていますので、取外工具でSJケース内の爪を外し、再度ワイヤーカットして組み直してください。

●断線や摩耗、腐食があった場合はワイヤーの交換をしてください。交換をする場合の手順は、SPケース及びSJケー

　スを締付工具で外し、取外工具で爪を外せば交換が可能になります。

※組み直す際はSPケースの溝が出ていることを確認してください。

 （ばね調整工具で、左回り（反時計回り）に回してワイヤーの緊張を戻しきってください。）

ワイヤーの緊張具合を調整することができます 参照P5

爪を外すことができます 参照P5

爪を外すことができます 参照P5



製造元 販売店名

浅野金属工業株式会社
〒955-0803　新 潟 県 三 条 市 月 岡 2 8 6 6
　　  0256-33-0101　　　  0256-33-0096
　　　　　　http://www.asano-metal.co.jp
　　　  sales@asano-metal.co.jp

TEL FAX
ホームページ
E-mail

２０１５年７月１日発行取説No.15655MA
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